
▲︎平成２９年7月の災害現場

▲︎橋りょう補修予定の松本橋

（
議
案
第
６０
号
・
６１
号
）

　

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き

職
員
が
公
務
に
関
す
る
能
力

の
向
上
に
資
す
る
た
め
大
学

等
に
修
学
す
る
場
合
や
、
大

学
等
課
程
履
修
ま
た
は
国
際

貢
献
活
動
を
行
う
場
合
に
、

期
間
を
定
め
て
休
業
扱
い
と

す
る
た
め
の
条
例
が
制
定
さ

れ
た
。

（
議
案
第
６２
号
）

　

地
方
公
務
員
法
に
基
づ
き

職
員
の
配
偶
者
が
外
国
に
赴

任
す
る
際
、
同
行
す
る
場
合

に
期
間
を
定
め
て
休
業
扱
い

で
き
る
条
例
が
制
定
さ
れ
た
。

　

夜
間
に
お
け
る
犯
罪
発
生

の
防
止
及
び
地
域
住
民
の
通

行
の
安
全
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
と
消
費
電
力
の
抑
止

に
向
け
、
各
行
政
区
が
設
置

す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の
経
費

の
一
部
を
補
助
す
る
。

　

当
初
予
算
２
０
０
万
円
の

範
囲
の
中
で
、
６７
地
区
各
３

灯
以
内
で
調
整
し
て
き
た

が
、
４
灯
以
上
の
申
請
も
あ

り
、
補
正
し
２
１
４
灯
分
を

予
算
化
。

　

可
燃
ご
み
焼
却
施
設
が
、

小
城
市
と
多
久
市
で
共
同
し

て
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
処

理
施
設
の
周
辺
整
備
の
た
め

に
、
平
等
割
２０
％
、
人
口
割

８０
％
と
し
て
、
小
城
市
６５
・

３２
％
、
多
久
市
３４
・
６８
％
と

率
が
決
ま
っ
た
。
こ
の
割
合

で
、
小
城
市
の
負
担
は
、
８
，

２
３
９
万
円
。

　

明
治
維
新
１
５
０
年
を
契

機
に
、
小
城
の
偉
業
・
偉
人

の
顕
彰
の
取
り
組
み
や
先
人

た
ち
の
「
志
」
を
未
来
に
つ

な
ぎ
、
ふ
る
さ
と
小
城
へ
の

愛
着
や
誇
り
の
醸
成
を
図

る
。
県
の
事
業
負
担
割
合
２

／
３
の
「
明
治
維
新
１
５
０

年
記
念
さ
が
維
新
交
付
金
」

を
活
用
し
て
、
展
示
会
、
講

演
会
、
案
内
表
示
板
設
置
、

資
料
集
の
刊
行
、
映
像
資
料

の
制
作
な
ど
を
行
う
。
平
成

３０
年
度
ま
で
の
事
業
で
、
２９

年
度
は

⃝
 

小
城
鍋
島
４
０
０
年
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

⃝
 

歴
史
資
料
館
、
中
林
梧
竹

記
念
館
で
の
「
小
城
の
新

陰
流
」「
中
林
梧
竹
書
」
の

展
示
会

⃝
 

志
士
「
祗
園
太
郎
」
関
連

資
料
の
活
字
化
原
稿
作
成

⃝
 

小
城
市
内
中
学
生
か
ら
な

る
「
小
城
維
新
探
検
隊
」

の
調
査
成
果
の
映
像
制
作

を
行
う
。

　

平
成
２９
年
７
月
６
～
９
日

の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
っ
て

被
災
し
た
農
地
（
田
）、
農

業
用
施
設
（
道
路
・
水
路
）

を
原
形
復
旧
す
る
。

　

小
城
市
内
に
位
置
す
る
長

崎
自
動
車
道
小
城
パ
ー
キ
ン

グ
エ
リ
ア
に
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
整
備
し
、

高
速
交
通
体
系
整
備
を
促
進

さ
せ
、
小
城
市
の
産
業
振
興

を
は
じ
め
と
し
て
、
災
害
時

の
広
域
支
援
体
制
の
向
上
な

ど
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

　

小
城
市
が
管
理
す
る
橋

り
ょ
う
は
３
１
９
橋
あ
る
。

現
在
劣
化
が
進
み
通
行
規
制

等
一
般
車
輌
の
往
来
に
も
支

障
を
き
た
し
て
い
る
橋
り
ょ

う
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
橋

り
ょ
う
長
寿
命
化
計
画
に
も

と
ず
き
修
繕
を
行
う
も
の
で

あ
る
。
補
正
内
容
は
小
城
町

松
本
の
松
本
橋
と
二
瀬
川
橋

の
劣
化
の
進
行
が
著
し
い
た

め
、
前
倒
し
で
補
修
す
る
も

の
。

主
な
議
案

小
城
市
職
員
の
修
学
部
分

休
業
に
関
す
る
条
例
・
小

城
市
職
員
の
自
己
啓
発
等

休
業
に
関
す
る
条
例

小
城
市
職
員
の
配
偶
者
同

行
休
業
に
関
す
る
条
例

主
な
事
業

総務・市民
１
９
４
万
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯

設
置
補
助
事
業

８
，２
３
９
万
円

天
山
地
区
共
同
環
境

組
合
事
業
（
建
設
）

教育・文化・福祉
２
４
０
万
円

小
城
明
治
維
新

１
５
０
年
記
念
事
業

産業・建設２
，５
７
１
万
円

農
地
及
び
農
業
用

施
設
災
害
復
旧
費

３
，３
７
５
万
円

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業

１
，６
５
０
万
円

社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業

�

（
橋
り
ょ
う
補
修
）
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主
な
議
案
・
主
な
事
業


